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はじめに

　知床半島は北海道東部，オホーツク海に突き出た半島で千島火山帯に属し，遠音別岳，羅臼岳，

硫黄山，知床岳など標高1000ｍ以上の第四紀火山群が南西から北東に連なっている（土居ほか, 

1970; 勝井ほか, 1985）．知床半島の湿原は羅臼湖周辺や知床沼周辺の標高1000ｍ以下の溶岩台地や

標高1200ｍ以上の稜線沿いに点在しているが，いずれも小規模な山地湿原である．

　知床山地の湿原植生に関する研究は，知床半島自然生態系総合調査（北海道生活環境部自然保護

課編, 1981）の際に, 清水（1981）と佐藤（1981）によって実施された植生調査が唯一のものであ

る．佐藤（1981）よると，知床沼周辺，羅臼湖周辺，二ツ池などの湿原ではイボミズゴケ，キダチ

ミズゴケなどのミズゴケ類，チングルマ，ミネハリイ，シラネニンジン，クロマメノキ，ミガエリ

スゲなどの湿原植物にチシマツガザクラ，ミネズオウ，シモフリゴケ，エイランタイ属の一種など

高山ヒースの植物が多く混生する高山湿原の群落が中心で，知床山地の湿原の特徴になっていると

いう．また，羅臼湖北東岸からは清水（1981）によってミズドクサ，ウロコミズゴケ，スゲ類など

からなる低層湿原植生も記載されている．これらの報告では植生調査データがそのまま記録として

残され，当時の植生の実体が理解できる点で非常に貴重であるが，残念ながら群落型は決定されて

いない．

　筆者は1984年に羅臼湖北東岸に点在する小湿原を調査する機会があり，全域から約130個の植生

調査資料を得ていたが，諸般の事情で発表する機会を逸し，20年余りの歳月が流れてしまった．調

査地は知床国立公園特別保護地区の一部で厳重に保護されており，当時は入山者も少なく植生破壊

も軽微であった．しかし，その後の時の流れと共に夏期には入山者で賑わうようになり，湿原植生

への影響も懸念されるようになった．1996年８月，筆者が���� (���������	��
������
	��������	��

�����) のフィールドシンポジウムに参加して羅臼湖周辺湿原を訪れた時には，湿原の遊歩道には

荒廃裸地を被覆するように立派な木道が敷設され，湿原景観にも少なからず変化が生じていた．ま

た，知床半島は昨年（2005年），陸域と海域を含めて，その原始性と貴重な動植物が生息する自然生

態系の価値が評価され，ユネスコの世界自然遺産に登録された．現在，自然生態系の保全と共に適

正な管理と利活用が期待されているところであり，入山者の増加も見込まれている．このような状

況に鑑み，現在よりも開発の進んでいなかった1980年代の羅臼湖周辺湿原の植生データを解析し，

群落型を決定して記録に残しておくことは非常に有意義なことと考える．

　本稿は二元指標種分析を基に類型化した群落タイプを中心にその種組成と分布特性について記述

し，ローン植生の中核をなすイボミズゴケ群落（広義）について植物社会学的見地から考察したも

のである．

　本論に先立ち，調査に際して湿原内立ち入りと調査の許可を頂いた環境庁自然保護局（現，環境

省自然環境局）東北海道地区自然保護事務所並びに知床国立公園羅臼ビジターセンターの関係機関

各位に対して深甚なる謝意を表する．北海学園大学教授佐藤謙博士には現地調査と植物の同定でご

協力頂き，五十嵐八枝子博士には貴重な文献のご教示を賜った．以上の方々にこの場を借りて厚く

御礼申し上げる．
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１．調査地の概況

１－１．地形・地質および気候

　調査地は図１に示すように，羅臼湖周辺に点在する小湿原群である．勝井ほか（1985）によると，

羅臼湖は最大長約1.3��，最大幅約0.7��の南北方向に細長い湖で，その標高は750�である．湖の

西岸は知西別岳（1317�），北岸は天頂山（1046�）の南斜面に位置している．東岸は天頂山火山溶

岩流動面の台地で，一の沼から五の沼まで５つの沼が点在しており，沼周辺及び三の沼と四の沼の

間の平坦地，通称「アヤメ原」に湿原が発達している．湖の北東岸は遠浅で低層湿原になっている

が，その北部は湖面より比高１�の平坦な段丘で，一帯にはミズゴケ湿原が発達している．この湿

原の泥炭層の厚さは134��で，その下層は火山灰質シルト，基底には溶岩が堆積している．泥炭層

には３層の火山灰が挟在し，深度68～72��の第３層の14Ｃ年代値は1070±35�.�.�.である．この年代

値と泥炭の堆積速度から湿原の発達開始は約2500～3000年前と推定されている．

　知床半島は千島火山が縦走し，1000�級の高山が連なるため，根室海峡に面する東側とオホーツ

ク海に面する西側とでは気候的に著しい差がある（北海道生活環境部自然保護課編，1981）．東側の

羅臼町地区は，年平均気温5.9℃，月平均気温の最低値は２月の－5.6℃，最高値は８月の18℃ で冬

に暖かく，夏に涼しい．吉良（1948）の暖かさの指数（�I）は43.3��.�.，寒さの指数（��）は－

37.5 m.d. である．羅臼町の気候資料を参考にして山岳の垂直的気温減率－0.55℃/100m高度より

算出した調査地の推定温度環境は，年平均気温1.9℃, 月平均気温の最低値（２月）は－9.7℃, 最

高値（８月）は13.9℃である． WIは25.5 m.d.，CIは－63.2 m.d. となり，亜高山帯中部に位置する．年

降水量は羅臼町で1319 mm, 最深積雪深は314 cmで，道内有数の多雪地帯である（札幌管区気象台

編, 1982 ）．
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図１.羅臼湖とその周辺の小湿原（一の沼、二の沼、三の沼、四の沼、五の沼、アヤメ原）の位置



１－２．植生概況

　羅臼湖周辺の溶岩台地はダケカンバ林，トドマツ林，アカエゾマツ林，ハイマツ林などが地表面

の複雑な起伏に応じてモザイク状に分布している．林床は低木層にクマイザサ，もしくはチシマザ

サが優占し，草本層ではイワノガリヤス，シラネワラビ，ヒメタケシマラン，ミミコウモリ，ギョ

ウジャニンニクなどが一般的で，構成種数は少ない．また，湿原に接する林分では林床はほとんど

湿原植物に覆われ，ワタスゲ，ホロムイスゲ，ショウジョウスゲ，ミガエリスゲ，ミズゴケ類が立

地に応じて優占している（鮫島ほか, 1981）．ミズゴケ湿原の植生はイボミズゴケ群落，チャミズゴ

ケ群落，小凹地のヤチスゲ－ホロムイソウ群落などで，北海道多雪地の湿原植生と類似の群落であ

る．羅臼湖岸にはミズドクサ，ミツガシワ，スゲ類などからなる低層湿原植生が広がっている（清

水, 1981）．

２．方　法

２－１．植生調査区の設定と調査方法

　植生調査は羅臼湖北東岸，一の沼から五の沼までの沼周辺の小湿原，およびアヤメ原の７地点に

おいて，相観と立地条件によって層化された均質な植分に調査区をランダムに設置し，方形区法に

よって行った．方形区に出現する全出現植物について階層毎に優占度と群度をブロン・ブランケ法

（����������	�
�,1964:���������	
��

�������������, 1974) によって評価し，同時に群落の各階層

の植被率と植生高を記録した．方形区の面積は対象群落の大きさに応じて，草本群落では１m×１

m, 低木群落では２m×２m～５m×５mを基本とした．

２－２．群落の類型化と植生構造の解析　

　現地調査で得られた131個の植生調査資料を整理して群落組成表の素表を作成し，荒廃地植生と

周辺低木林を除く126個の植生調査資料について，二元指標種分析 (��������，����, 1979ａ)に

よって植生解析を行った．この際，群落構成種の優占度は各階級中央値(被度％) に変換した値を用

いた．環境傾度と植生分布の関係の解析には除歪対応解析法（�������		,1979ｂ����������	
��,1980）

を用い，126個の植生調査区の座標づけを行った．これらの植生解析はパソコンソフト�������	. 

2.0 (��������	
���
������������������)を用いた．

３．結果と考察

３－１．群落の類型化

　調査地全域から抽出した126個の植生調査区に出現した植物は維管束植物70種，コケ植物38種で

あった．図２は全出現植物の��������の結果を示す．図ではレベル２で湿原植物と水生植物に

大別される．前者はレベル３で高層湿原性植物と低層湿原性植物に分割され，レベル５で９つの種

群（ａ１～ｅ）に分けられる．ａ１群は山地高層湿原ローンに生育する種群で，イボミズゴケ，ム

ラサキミズゴケ，ミヤマミズゴケ，スギバミズゴケ，ヒメシャクナゲ，モウセンゴケ，ミガエリス

ゲなど25種，ａ２群は同じく多雪山地の貧養湿原ローンに生育する種群で，チングルマ，タチギボ

ウシ，シラネニンジン，ホロムイスゲ，ワタスゲ，ワタミズゴケ，ミカヅキグサなど16種，ｂ１群

は主に山地の中間湿原から高層湿原に広く分布する種群で，ツルコケモモ，ナガボノシロワレモコ

ウ，ミツバオウレン，コツマトリソウ，ヤチカワズスゲ，ミタケスゲなど13種，ｂ２群は湿原周辺
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のササ草原や高茎草原に生育する種群で，イワノガリヤス，ヒオウギアヤメ，コガネギク，エゾゼ

ンテイカ，チシマザサ，バイケイソウ，トウゲブキなど22種であるが，今回の解析では高層湿原で

小凸地（ブルテ）をつくるチャミズゴケとウスベニミズゴケがこれに含まれている．ｃ１群は主に

砂質土壌の流水地などに生育するエゾホソイとミズバショウおよびアオモリミズゴケの３種, ｃ２

群は小凹地（シュレンケ）に生育するホロムイソウとヒシャクゴケ属の一種の２種，ｄ１群は小凹

－ 5 －
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図２．二元指標種分析による出現種デンドログラム．図中のａ1～ｅは種グループ，
　　　アラビア数字は種コードを示す．種コードと種名の対応は表１～３を参照のこと

図３．二元指標種分析による調査区デンドログラム．図中のＡ～Ｊは調査区グループ，
　　　アラビア数字は調査区番号，ａ～ｎは各分割レベルの指標種を示す　　 



地から沼岸の滞水地に生育するヤチスゲ，オオアゼスゲ，イトササバゴケ，ホソバノヨツバムグラ

の４種，ｄ２群は低層湿原要素で，ミズドクサ，ミツガシワ，ハクサンスゲ，ウロコミズゴケ，サ

ワギキョウ，ムジナスゲ，ヤラメスゲなど19種, そしてｅ群は水生植物で，チシマミクリとフトヒル

ムシロの２種である．

　図３は126個の植生調査区の��������の結果を示す．図ではレベル１でチシマミクリ，レベル

２でフトヒルムシロを指標種として水生植物群落の調査区群（Ａ, Ｂ）と湿原植生の調査区群（Ｃ

～Ｊ）とに分割される．湿原植生の調査区群は，レベル３でユガミミズゴケ，ワタスゲ，ツルコケ

モモ，タチギボウシ，ナガボノシロワレモコウを指標種として低層湿原および小凹地の調査区群（Ｃ

～Ｆ）と中間・高層湿原ローンの調査区群（Ｇ～Ｊ）に大別される．前者はレベル４でヤチスゲと

クロバナロウゲを指標種としてＣ+Ｄ群とＥ+Ｆ群に分割され，さらにレベル５でホロムイソウ，オ

オアゼスゲ，ミツガシワを指標種としてそれぞれ二分割され，結局，４つの調査区群（Ｃ, Ｄ, Ｅ, 

Ｆ）に分割される．同様に後者はレベル４でイボミズゴケとヒオウギアヤメを指標種としてＧ+Ｈ群

とＩ+Ｊ群に分割される．さらにレベル５でムラサキミズゴケ，ウマスギゴケ，ホロムイスゲ，コツ

マトリソウ，ウカミカマゴケ，チャミズゴケを指標種としてそれぞれ二分割され，結局，４つの調

査区群（Ｇ, Ｈ, Ｉ, Ｊ）に分割される．

　本稿ではレベル５で調査区群を纏め，水生植物群落調査区群（Ａ, Ｂ），低層湿原および小凹地の

調査区群（Ｃ～Ｆ），中間・高層湿原ローンの調査区群（Ｇ～Ｊ）に分け，それぞれの種構成を群

落組成表として表した（表１～３）．組成表の種名の順序は概ね図２の種グループに沿って配列し，

群落構成種の優劣関係は優占度（％被度），もしくは常在度と優占度の組み合わせで表してある．各

調査区群を特徴づける��������	
����	 (分布行動の似た種群)によって群落を類型化し，階層優占種

によって群落名をつけた．その結果，水生植物群落２タイプ，低層湿原植生３タイプ，高層湿原小

凹地植生１タイプ，高層湿原ローン植生２タイプ，高層湿原小凸地植生１タイプ，中間湿原植生１

タイプが識別された．これとは別に，羅臼湖北東岸において入山者の踏み跡地に成立していた代償

植生と湿原周辺ハイマツ林の群落組成表を作成し，調査当時の実態を記録に留めることにした（表

４, ５）．

　以下に各群落の組成的特徴，立地，分布などについて簡単に記述する．
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表１．水生植物群落組成表



３－２．自然植生

３－２－１． 水生植物群落 

　水生植物群落は一の沼，二の沼，三の沼，四の沼に分布しているが，特に，一の沼は緩やかな斜

面に発達した傾斜湿原で小池塘や小凹地が棚田状に配列し，景観的に大雪山系天人ヶ原湿原に似て

おり，チシマミクリ群落やフトヒルムシロ群落が分布している．これらの群落は水深１ｍ前後の沼
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表２．低層湿原植生および小凹地植生の常在度表
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表３.  ローン植生の常在度表



に生育する単独優占群落である（表１）．このほかに二の沼の水深30 ��前後の浅い池塘にはクロヌ

マハリイ群落（クロヌマハリイ被度17.5％, ツルコケモモ同0.1％, ヒメシャクナゲ同0.1％, ユガミ

ミズゴケ同5.0％），三の沼，四の沼及び羅臼湖にはミツガシワ群落（ミツガシワ被度17.5～37.5％，

水深43～74 ��），羅臼湖にはミズドクサ群落（ミズドクサ被度17.5％, 水深10 ��）の挺水植物群落

が分布している．後二者はいずれも単独優占群落である．チシマミクリ群落は大雪山系沼ノ原湿原

に規模の大きい群落があり（橘・佐藤, 1983），同じく大雪山系の沼ノ平湿原と原始ヶ原湿原からも

記録されている（橘ほか,1984; 橘・佐藤, 1985）が，分布域は大雪山系と知床山地羅臼湖周辺に限ら

れるので貴重である．その他の群落は北海道山地湿原に普遍的に分布する（橘, 1993, 1997, 

2002）．
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表３　続き



３－２－２．低層湿原植生

　低層湿原植生は表２に示すように，ミズドクサ－ウロコミズゴケ群落，ミツガシワ－ミヤマカギ

ハイゴケ群落，ヤチスゲ－オオアゼスゲ群落の３タイプが識別された．いずれも羅臼湖北東岸の遠

浅の岸辺を中心に成立している群落である．ミズドクサ－ウロコミズゴケ群落は羅臼湖岸のほか二

の沼とアヤメ原の沼岸や小池塘にも分布している．優占種のミズドクサとウロコミズゴケのほか，

ハクサンスゲ，クロヌマハリイ，エゾシロネ，サワギキョウ，ムジナスゲ，エゾホソイ，フトイの

出現によって，ミツガシワ－ミヤマカギハイゴケ群落から区分された．これらの種群のほかにクロ

バナロウゲ，アオモリミズゴケ，ユガミミズゴケ，オオアゼスゲ，ヤチスゲなど構成種が多く，総

出現種数は26種，平均出現種数は９種となっている．ミツガシワ－ミヤマカギハイゴケ群落は羅臼

湖岸のほか，三の沼と四の沼の水深10��内外の沼岸にも分布している．優占種のミツガシワとミヤ

マカギハイゴケのほかクロバナロウゲ，セイタカチョウチンゴケ，ヤラメスゲ，ヤナギトラノオ，

イトササバゴケ，ホソミズゴケなどによって特徴づけられる群落である．ヤチスゲ－オオアゼスゲ

群落は優占種のヤチスゲとオオアゼスゲのほか，ユガミミズゴケ，ツルコケモモ，イワノガリヤス，

タチギボウシなどが構成種で，平均出現種数は５種と少ない．一の沼，二の沼，五の沼，アヤメ原

の沼岸や池塘バンクに成立しているオオアゼスゲの谷地坊主が特徴的な群落である．

３－２－３．中間・高層湿原植生

１）小凹地の植生

　水深10��内外の浅い池塘や小凹地にはヤチスゲ－ホロムイソウ群落が成立している．群落構成

種は優占種ヤチスゲとホロムイソウのほか，シロミノハリイ，ミカヅキグサ，ミツガシワなどで，

稀にエゾハリイを伴う．平均出現種数は２種とかなり単純な群落である．羅臼湖北東岸と一の沼に

分布している（表２）．

２）ローンの植生

　本湿原の中核をなすローンの植生はチングルマ－イボミズゴケ群落である．このタイプのイボミ

ズゴケ群落は北海道の山地湿原のうち，標高1000ｍ以上のヌマガヤやホロムイイチゴの生育しない

湿原に普通にみられる（橘,1993, 1997, 2002）．本湿原ではその組成的特徴から典型群とホロムイス

ゲ群の２タイプの下位単位に分けられた（表３）．チングルマ－イボミズゴケ群落はコケ層では優占

種のイボミズゴケとムラサキミズゴケのほか，ミヤマミズゴケ，スギバミズゴケ，ワタミズゴケ，

オオヒモゴケ，ウマスギゴケ，ウキヤバネゴケなどを伴い，上層では優占種チングルマのほか，ヒ

メシャクナゲ，ミネハリイ，タチギボウシ，ホロムイスゲ，ツルコケモモ，モウセンゴケなど山地

高層湿原の構成種が多数出現している．典型群は主にアヤメ原と羅臼湖北東岸の低いブルテに出現

し，ハナゴケ類，ヌマカタウロコゴケ，イワダレゴケ，ガンコウランなどの出現によって特徴づけ

られる．一方，ホロムイスゲ群は羅臼湖北東岸，一の沼および三の沼の池塘や小凹地のバンクにみ

られ，ホロムイスゲの優占度が非常に高く，シロミノハリイ，ウツクシミズゴケ，ヘリトリウロコ

ゴケ，オオミズゴケなどの出現によって典型群から区別される．

　イワノガリヤス－ヒオウギアヤメ群落はローンの周辺傾斜地に普通にみられる中間湿原性の群落

である．優占種のイワノガリヤスとヒオウギアヤメのほか，コガネギク，エゾゼンテイカ，チシマ

ザサ，ミタケスゲ，コツマトリソウ，サンカクミズゴケなど中間湿原性植物のほか，チングルマ，

タチギボウシ，ホロムイスゲなどチングルマ－イボミズゴケ群落構成種を含み種多様性の高い群落

である．植生標本はアヤメ原と羅臼湖北東岸から多く得られたが，一の沼など周辺の小湿原にも広

く分布している．
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　オオアゼスゲ－チャミズゴケ群落はオオアゼスゲの谷地坊主上にチャミズゴケが進入して形成さ

れた特異なブルテの群落で五の沼にのみ分布している．優占種のチャミズゴケとオオアゼスゲのほ

か，ウスベニミズゴケとウマスギゴケの出現によって他の群落から区分され，ムラサキミズゴケ，

ツルコケモモ，ミツバオウレン，ワタスゲ，ミガエリスゲ，モウセンゴケなど高層湿原要素が高被

度・高頻度で出現している．チャミズゴケ群落は道東の低地湿原を中心に広く分布しているが，山

地湿原における分布は稀で（橘, 1993, 1997, 2002），これまで道北の松山湿原と浮島湿原から記載さ

れている（橘,1982; 橘ほか, 1988）．これらの湿原の群落はカラフトイソツツジ－チャミズゴケ群落

で低地湿原の群落と組成的に類似するが，本湿原の群落はこれには属さない特異なタイプである．

３－２－４．低木群落

　湿原周辺にはハイマツ群落とダケカンバ，トドマツ，アカエゾマツなどの高木林が分布している．

高木林については鮫島ほか（1981）の詳細な報告があるので，ここでは湿原植生の調査時に記録し

たハイマツ群落の種組成を表４に示した．ハイマツ－チシマザサ群落は山地湿原に普遍的に分布す

る群落で，低木層上層には樹高1.3ｍのハイマツが優占し，その下層には高さ１ｍ前後のチシマザサ

が優占する．草本層では特定の優占種はないが，羅臼湖周辺ではコケモモ，クロマメノキ，カラフ

トイソツツジ，クロウスゴ，イワツツジなどツツジ科低木のほか，イワノガリヤス，ショウジョウ
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表４. ハイマツ－チシマザサ－コケモモ群落の種組成



スゲ，ゴゼンタチバナ，ミツバオウレンなど亜高山帯ハイマツ－コケモモ群集の要素（佐藤, 1981）

が多く出現している．

３－３．代償植生

　本湿原では現在，入山者による植生破壊から湿原を守るため，羅臼湖北東岸や登山道の要所に木

道が敷設されているが，筆者の調査時には木道がなく，羅臼湖に至る歩道沿いは幅１ｍ以上にわ

たって踏みつけ荒廃地が広がっていた．表５は調査時に羅臼湖北東岸から記録された代償植生のミ

タケスゲ群落の種組成を示す．ミタケスゲ群落はミタケスゲが優占し，ホロムイスゲ，タチギボウ

シ，ワタスゲ，ワタミズゴケ，ナガボノシロワレモコウなどを主な構成種とする群落である．イボ

ミズゴケ，ミガエリスゲ，ミカヅキグサなどの残存植物からみて，この群落はローン植生のチング

ルマ－イボミズゴケ群落の荒廃地に成立したものと考えられる．東北地方の山地湿原荒廃地の植生

はミタケスゲ－ヤチカワズスゲ群落であり（���������, 1976），北海道ではニセコ山地神仙沼，雨竜

沼，大雪山系天人ヶ原の各湿原から記載されている（橘, 1998; 橘・佐藤, 1981; 橘ほか, 1989, 2001, 

2002b; ��������	
���	
	, 2004 ）．本湿原ではヤチカワズスゲが出現していない．これは恐らく調査

時には荒廃の程度が軽微で, 浮島湿原（��������	
���
�, 1987; 橘ほか,1988）のように表層泥炭が分

解し，泥土化していなかったためであろう．

　表６には以上の群落型と調査地における分布（調査区数）との関係を示した．
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表５.　荒廃地植生の群落組成表



３－４．植生の分布構造

　図４は���法による調査スタンドの座標づけと前節で述べた湿原の自然植生（ただし，水生植物

群落と低木群落を除く）の分布を示す．第１軸のスタンドのスコアは湿原中心部のローンの群落で

小さく，羅臼湖岸に分布する低層湿原の群落で大きくなる．ここではチングルマ－イボミズゴケ群

落（典型群）とミツガシワ－ミヤマカギハイゴケ群落を両極としてチングルマ－イボミズゴケ群落

（ホロムイスゲ群），イワノガリヤス－ヒオウギアヤメ群落，オオアゼスゲ－チャミズゴケ群落，ヤ

チスゲ－ホロムイソウ群落，ヤチスゲ－オオアゼスゲ群落，ミズドクサ－ウロコミズゴケ群落の順

に序列化され，湿原中心部の地下水位の低いローンから池塘や小凹地の滞水地を経て，羅臼湖岸も

しくは沼岸の地下水位の高い立地への微地形水分傾度に沿って漸進的に移行している．第２軸のス

タンドのスコアは湿原中心部の植生で小さく，周辺傾斜地の植生で大きくなる．ここでは湿原中心

部のチングルマ－イボミズゴケ群落（ホロムイスゲ群）と周辺部のイワノガリヤス－ヒオウギアヤ

メ群落を両極として高層湿原植生から中間湿原植生への順に序列化され，立地の水分や養分を反映

した環境傾度を指標する．第３軸のスタンドのスコアは湿原中心部のローンの植生で低く，ブルテ

の植生で高い．ここではチングルマ－イボミズゴケ群落ホロムイスゲ群から同群落典型群を経てオ

オアゼスゲ－チャミズゴケ群落へと順に序列化され，第３軸は高層湿原の微地形水分傾度を指標す

ることがわかる．

　第１軸，第２軸平面上における群落の分布パターンをみると，左から右に向かってチングルマ－

イボミズゴケ群落（典型群）→チングルマ－イボミズゴケ群落（ホロムイスゲ群）→イワノガリヤ

ス－ヒオウギアヤメ群落→オオアゼスゲ－チャミズゴケ群落→ヤチスゲ－ホロムイソウ群落→ヤチ

スゲ－オオアゼスゲ群落→ミズドクサ－ウロコミズゴケ群落→ミツガシワ－ミヤマカギハイゴケ群

落となり，本湿原における群落の分布は，第一義的には湿原中心部のローンから羅臼湖岸や沼岸の

低湿地への環境傾度と泥炭集積に伴う微地形水分傾度の複合環境によって規定されていることを示

している．　
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表６．群落型と調査地/調査区数

全調査区数アヤメ原五の沼四の沼三の沼二の沼一の沼羅臼湖群  落  型

水生植物群落

3111�　チシマミクリ群落

11�　フトヒルムシロ群落

低層湿原植生・小凹地植生

141112�　ミズドクサ－ウロコミズゴケ群落

9117�　ツガシワ－ミヤマカギハイゴケ群落

61113�　ヤチスゲ－オオアゼスゲ群落

6222�　ヤチスゲーホロムイソウ群落

中間・高層湿原植生

291571114�　チングルマ－イボミズゴケ群落 （典型群）

306618�　チングルマ－イボミズゴケ群落（ホロムイスゲ群）

21102135�　イワノガリヤス－ヒオウギアヤメ群落

77�　オオアゼスゲ－チャミズゴケ群落

126271731041748合  計



３－５．北海道の湿原におけるイボミズゴケ群落の群落体系と羅臼湖周辺湿原ローン植生の位置づけ

　前節で述べたように，羅臼湖周辺湿原の主要な植生はチングルマ－イボミズゴケ群落である．こ

の群落の特徴と北海道における本湿原の位置づけを明らかにするため，これまで北海道各地の湿原

から報告されているイボミズゴケ群落（広義）の種組成データを常在度表にまとめ��������に

よって解析した．解析の対象とした湿原は，山地湿原では無意根山大蛇ヶ原（橘ほか, 1980），松山

（橘, 1982），大雪山系天人ヶ原（橘・佐藤, 1981），天人峡瓢箪沼（橘・佐藤, 1982），沼ノ原（橘・

佐藤, 1983），沼ノ平（橘ほか, 1984），原始ヶ原（橘・佐藤, 1985），雨竜沼（橘・佐藤, 1986；橘

ほか, 2001, 2002ａ），浮島（伊藤・梅沢, 1970；橘ほか, 1988），中峯の平（橘, 1997ｂ），ニセコ山地

神仙沼（1998），群馬岳（佐藤ほか, 2002ｃ），羅臼湖（本報告）の13湿原，低地湿原ではサロベツ

（橘・伊藤, 1980），歌才（橘・冨士田, 1997），霧多布（橘ほか, 1997ａ）,月ヶ湖（冨士田・武田, 

2002），標津（橘ほか, 1997ｂ），釧路（佐藤ほか, 2002ａ; 橘ほか, 2001, 2005），別寒辺牛（橘ほか, 

1998, 1999; 佐藤ほか, 2002ｂ），落石岬（冨士田ほか, 2002），歯舞①，歯舞②（橘ほか, 1999），西別

川流域走古丹（大森, 未公表），風蓮川（大林, 未公表）の12湿原で，山地湿原と低地湿原を合わせ

て25の湿原である．

　図５は全25湿原のイボミズゴケ群落の��������の結果を示している．図ではレベル１でヤチ

カワズスゲとヤチヤナギを指標種として山地湿原群と低地湿原群に大別される．山地湿原群はレベ
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図４．全123調査区のＤＣＡによる座標づけ



原，原始ヶ原），Ｃ（大雪山系沼ノ平，沼ノ原，天人ヶ原，天人峡）およびＤ（羅臼湖，雨竜沼，

群馬岳，ニセコ神仙沼）の４つの湿原グループに分けられる．したがって羅臼湖周辺湿原は北海道

第一級の多雪山地の湿原である雨竜沼，群馬岳，ニセコ山地神仙沼の湿原と同じグループになる．

低地湿原はレベル２でチシマガリヤスを指標種として２分割され，さらにレベル３でタチマンネン

スギ，レベル４ではアギスミレを指標種としてそれぞれ２分割される．結局，レベル３で湿原グ

ループを纏めると，Ｅ（サロベツ，歌才，月ヶ湖），Ｆ（別寒辺牛，釧路，西別川流域走古丹，風

蓮川，霧多布，標津）およびＧ（落石岬，根室半島歯舞①，②）の３グループに分けられる．これ

ら７つの湿原グループは，湿原の分布高度と推定気候環境から分けた橘（1997,2002）の湿原グルー

プにほぼ対応している．

　表７は��������の結果に基づいて作成した北海道の湿原のイボミズゴケ群落総合常在度表で

ある．この組成表では横欄が湿原グループ，縦欄の種名の順序は概ね指標種を中心とする種グルー

プに沿って配列してある．群落構成種の優劣関係は常在度階級で表してある．イボミズゴケ群落の

基本構成種は表７に示すように，ムラサキミズゴケ，ホロムイスゲ，モウセンゴケなどを中心とす

る種群ｓとイボミズゴケ，ワタスゲ，ツルコケモモ，ヒメシャクナゲを中心とする種群ｒの高層湿

原ブルテの構成種である．この他に北海道の群落はカラフトイソツツジ，エゾゴゼンタチバナなど

の種群ｑ，およびヌマガヤ，タチギボウシ，コガネギクなどからなる種群ｐを基本構成要素として

いる．また，ホロムイイチゴ，ウメバチソウ，ミツバオウレン，ミタケスゲ，ミカヅキグサ，トキ

ソウ，ホロムイソウ，ヤチスギランなど多雪地のシュレンケが発達する高層湿原に多く分布する種

群ｏも基本的構成種である．

　山地湿原の４つのグループに共通のイボミズゴケ群落（広義）はチングルマ－イボミズゴケ群落

で，指標種ヤチカワズスゲを含む種群ａによって低地湿原の群落から区分される．種群ａはヤチカ
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図５．イボミズゴケ群落の二元指標種分析に基づく湿原グループ（データの出典は本文参照）
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表７.  北海道の湿原におけるイボミズゴケ群落の総合常在度表　
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　山地湿原の４つのグループに共通のイボミズゴケ群落（広義）はチングルマ－イボミズゴケ群落

で，指標種ヤチカワズスゲを含む種群ａによって低地湿原の群落から区分される．種群ａはヤチカ

ワズスゲのほか，チングルマ，ミヤマイヌノハナヒゲ，ワタミズゴケ，ウキヤバネゴケ，ミガエリ

スゲ，ミネハリイなど12種で，山地貧養湿原ローンの構成種である．この群落はさらにクロバナギ

ボウシ（種群ｂ）の有無によってクロバナギボウシ－イボミズゴケ群落とチングルマ－イボミズゴ

ケ群落（典型群）の２つのタイプに区分される．前者は湿原グループＡ, Ｂ, Ｃに共通の群落タイ

プである．湿原グループＤのうち，羅臼湖周辺湿原とニセコ山地神仙沼湿原はチングルマ－イボミ

ズゴケ群落典型群のタイプ，雨竜沼湿原と群馬岳湿原はヌマガヤ－イボミズゴケ群落のタイプであ

る．さらに前者のクロバナギボウシ－イボミズゴケ群落はハイイヌツゲ，ショウジョウバカマ，チ

シマザサ，ショウジョウスゲなど日本海側多雪地に分布する種群ｃによって区分されるクロバナギ

ボウシ－イボミズゴケ群落典型とシラネニンジン，ミヤマリンドウ，エゾリンドウ，クロマメノキ，

キバナシャクナゲなど高山植物（種群ｅ）の出現するシラネニンジン－イボミズゴケ群落の下位単

位に細区分される．前者は湿原グループＡ, Ｂに分布し，さらにエゾアブラガヤを指標種とする中

峯の平（湿原グループＡ）の群落と浮島，松山などの湿原グループＢの群落とに分けられる．後者

は沼ノ平，沼ノ原など大雪山系の湿原に共通のタイプである．

　低地湿原の３つのグループに共通のイボミズゴケ群落（広義）はヤチヤナギ－イボミズゴケ群落

で，指標種ヤチヤナギを含む種群fによって山地湿原の群落から区分される．種群ｆはヤチヤナギ

のほか，ガンコウラン，ホロムイツツジ（ヤチツツジ），サワギキョウの４種である．この群落は

指標種チシマガリヤスを含む種群ｉの有無によってチシマガリヤス－イボミズゴケ群落とホロムイ

イチゴ－イボミズゴケ群落もしくはヌマガヤ－イボミズゴケ群落の３つのタイプに細区分される．

前者は釧路，霧多布など道東の湿原（湿原グループＦ, Ｇ）に共通の群落であり，後者はサロベツ

など日本海側多雪地の湿原（湿原グループＥ）に共通の群落である．さらにチシマガリヤス－イボ

ミズゴケ群落はヒメツルコケモモ，ニッコウシダ，イヌスギナなど種群ｊによって区分される群落

と指標種タチマンネンスギのほか，マルバシモツケ，タカネナナカマドによって区分される群落の

２つの下位単位に細区分される．前者は釧路などグループＦの湿原に広く分布する．群落タイプは

ヌマガヤの出現しない釧路湿原と別寒辺牛湿原ではチシマガリヤス－イボミズゴケ群落典型群，そ

の他の湿原ではヌマガヤ－イボミズゴケ群落である．後者は根室半島台地のブランケット型湿原に

分布するヌマガヤ－イボミズゴケ群落である．このうち落石岬湿原ではサカイツツジなど氷河期の

遺存種が隔離分布する点で特徴的であり，歯舞湿原ではアラハシラガゴケ，ナガシッポゴケなどコ

ケ植物のほか，エゾノサワアザミ，ミミコウモリ，サヤスゲ，ヒメザゼンソウ，ヤマブキショウマ，

シロバナスミレ，ヒオウギアヤメ，ミヤコザサなど海岸風衝草原要素の出現によって特徴づけられ

る．

　さらに日本海側の湿原ではグループ内でも種組成の若干の相違がみられる．すなわち，サロベツ

湿原ではホロムイイチゴ，ガンコウラン，ホロムイツツジ，カラフトイソツツジによって特徴づけ

られるホロムイイチゴ－イボミズゴケ群落である．一方，道南の歌才湿原と石狩泥炭地残存湿地の

月ヶ湖湿原の群落はヌマガヤ－イボミズゴケ群落である．ススキ，ハンノキ，アリノトウグサ，オ

オイヌノハナヒゲは両湿原に共通であるが，アギスミレ，ヒメシロネ，ヤチダモ，カキラン，タテ

ヤマリンドウ，ネバリノギランなど種群ｈの植物は月ヶ湖湿原に偏在的である．

　これまで日本から記載されているイボミズゴケを中心とする植物社会学的群落単位はイボミズゴ

ケ，ムラサキミズゴケ，ヌマガヤを群集及び群団標徴種，ホロムイスゲを区分種とするヌマガヤ－

イボミズゴケ群団，ヌマガヤ－イボミズゴケ群集である（宮脇，藤原, 1970; �������	
	����
��
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��������, 1972）．北海道ではこれとは別に，ホロムイイチゴ，ホロムイツツジ（ヤチツツジ），ガン

コウラン，カラフトイソツツジを標徴種・区分種とするヤチヤナギ－チャミズゴケ群団，ホロムイ

イチゴ－イボミズゴケ群集（宮脇・藤原, 1970; 宮脇ほか, 1976; 宮脇, 1988），高層湿原植生としてイ

ボミズゴケ群集（伊藤・梅沢, 1970; 田中, 1973, 1975; 橘・伊藤, 1980），中間湿原性群落としてヤチ

ヤナギ－イボミズゴケ群集（田中, 1973, 1975），イボミズゴケ，チシマガリヤス，タチギボウシを

群集標徴種とするチシマガリヤス－イボミズゴケ群集（伊藤・松田, 1992）などがある．

　今回解析の対象とした北海道25湿原のイボミズゴケ群落（広義）は二元指標種分析の結果，低地

湿原のタイプはヤチヤナギ，ガンコウラン，ホロムイツツジ，サワギキョウによって山地湿原から

区別された群落である．これはホロムイイチゴ－イボミズゴケ群落，ヌマガヤ－イボミズゴケ群落

及びチシマガリヤス－イボミズゴケ群落の３タイプからなり，植物社会学的にはそれぞれ上で述べ

た既報の「群団・群集」に対応している．サロベツ湿原から記載されているホロムイイチゴ－イボ

ミズゴケ群集はサロベツ湿原のみに分布が限られ，日本海側多雪地の歌才湿原と月ヶ湖湿原のタイ

プは組成的にはヌマガヤ－イボミズゴケ群集に属する．また，伊藤・松田（1992）が釧路湿原から

記載したチシマガリヤス－イボミズゴケ群集は今回の解析で道東の低地湿原に広く分布するタイプ

であることが明らかになった．ただし，本群集の構成種は伊藤・松田（1992）が記載した標徴種・

区分種やその他の群集構成種より多彩であり，特にムラサキミズゴケ，チャミズゴケなど高層湿原

要素とムジナスゲなど低層湿原要素を多く含む群落である点で特徴的である．本群集の典型群落は

ヌマガヤの生育が稀な釧路湿原（橘ほか，2005）と別寒辺牛湿原（佐藤ほか, 2002）にみられる．

その他の湿原ではヌマガヤの優占度が高く，階層優占種からみるとヌマガヤ－イボミズゴケ群集に

同定される．

　山地湿原のタイプはチングルマ－イボミズゴケ群落で，その下位単位としてチングルマ－イボミ

ズゴケ群落典型とクロバナギボウシ－イボミズゴケ群落が識別された．さらに後者はクロバナギボ

ウシ－イボミズゴケ群落典型とシラネニンジン－イボミズゴケ群落の下位単位およびエゾアブラガ

ヤ下位単位が識別され，それぞれ湿原グループを特徴づけるものとなっている（表７）．いずれも植

物社会学的には上記のヌマガヤ－イボミズゴケ群団・群集に属するものと考えられる．本研究の羅

臼湖周辺湿原のローン植生を代表するイボミズゴケ群落は今回の解析でもチングルマ－イボミズゴ

ケ群落典型に属し，北海道で最も多雪山地の湿原である雨竜沼，群馬岳およびニセコ山地神仙沼の

群落と同じタイプの群落であることが明らかになった．ただし，雨竜沼と群馬岳にはホロムイイチ

ゴが群落構成種として出現しているが，羅臼湖周辺湿原には分布していない．また，雨竜沼など３

湿原でもホロムイイチゴ以外のホロムイイチゴ－イボミズゴケ群集標徴種・区分種を欠如するので，

他の山地湿原の群落と同様にヌマガヤ－イボミズゴケ群団・群集に属するものと考えられる．

摘　要

１）知床半島羅臼湖周辺湿原において植生調査を行い，群落を類型化して記述した．

２）調査地から抽出した126の植生調査資料を二元指標種分析（��������）によって類型化した

結果，水生植物群落２タイプ，低層湿原植生３タイプ，中間湿原植生１タイプ，高層湿原植生

４タイプ（小凹地植生１タイプ，ローン植生２タイプ，小凸地植生１タイプ）が識別された．

このほか，低木群落１タイプと踏みつけ荒廃地の代償植生１タイプを認め，記述した．

３）ＤＣＡ法によって調査スタンドの座標づけを行った結果，第１軸は地下水位と泥炭集積の複合

環境を反映する傾度，第２軸は立地の水分や養分を反映した環境傾度，第３軸は高層湿原の微
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地形水分傾度を指標する傾度で，調査地の植生はこれらの環境傾度に沿って連続的に序列化さ

れ，群落の種組成も漸進的に変化した．

４）羅臼湖周辺湿原の主要な植生であるチングルマ－イボミズゴケ群落について，その特徴と北海

道の湿原における位置づけを明らかにするため，これまで北海道各地の湿原から報告されてい

るイボミズゴケ群落（広義）の種組成データをまとめ，総合常在度表を作成して検討した結果，

本調査地の群落はヌマガヤ－イボミズゴケ群団に属するタイプであり，その組成的特徴から北

海道で最も多雪山地の湿原である雨竜沼，群馬岳およびニセコ山地神仙沼の群落と同じタイプ

の群落であることが明らかになった．
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